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北光寮　二年　西岡　鷹佑

実行委員長挨拶

北光寮寮長　渡邊　雄生

ありがとう北光寮

　約50年間、酪農学園大学の多くの学生たちを受け入れ、また見送ってきた北光寮。私自

身も入寮してから色々な人たちとの出会いと別れを経験し、二年の間に素晴らしい友人や

先輩、後輩に恵まれ、とても楽しい時間をすごすことができました。閉寮式の準備で有志

を募った時も、多くの寮生が協力してくれ、綿密な準備の末、とても良い形で式典を締め

括ることができました。

　式典が終了した後、OBの方々から「今回このような式典を開いてくれてありがとう」

という感謝の言葉をいただき、この寮が皆さんに本当に愛されていたことを実感しました。

“最後の寮生”として、北光寮という一つの歴史の最後に携われたことを光栄に思います。

　最後に、北光寮での生活を支えてくださった諏佐さんや池田さん、栄養士の山形さん、

ボイラーや調理員の皆さん、そして寮監や学生課の皆さんに、この場を借りて心から感謝

の意を申し上げます。

　ありがとうございました。

　北光寮は今年で48周年を迎え、新寮の開設により長い歴史に幕を閉じることとなりまし

た。私は北光寮で３年間過ごしました。老朽化が進んでおり、少し汚い寮でしたが良き先

輩、同期、後輩に恵まれ楽しく過ごせた寮生活は最高の思い出となりました。特に寮祭は

とても良い思い出となりました。北光寮最後の寮祭、恒例となった色鮮やかな頭をした仲

間たち、私も３年になり初めて金に染め、フロアＴシャツにハッピを身に纏い挑みました。

腕相撲大会、北光ダービー、ダンパ・ジンパ、球技大会などいろんな行事が盛りだくさん!!

どれも最高に楽しかったです。また、寮に入り集団生活を通して学んできたことはこの先

の人生で必ず役に立っていくことと思います。こんなにも最高の思い出をくれた北光寮は

48年の歴史に幕を閉じます。48年という長い歴史の中で学生を受け入れ、最高の思い出を

つくっては見送ってきた北光寮、「ありがとう」、そして「お疲れ様です」。北光寮から飛

び立った皆様、北光寮で過ごした思い出は何度読み返してもおもしろい最高の１ページと

なっているでしょうか？来年度からは新寮「希望寮」が開設されます。希望寮でも入って

きた学生たちが良き思い出をつくって飛び立っていくことを願っています。

　それでは皆様、最後にこの挨拶にて終わりたいと思います。「チワッス!!」では。
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北光寮48周年並びに閉寮式典報告

　2014年11月22日（土）にOB・寮職員・学園関係者・在寮生など158名に

参加していただきました。

　受付時間はものすごい雨に見舞われましたが皆様の日頃の行いが良いので

始まってからは素晴らしい天気となりました。

　当日は第１部昼食会と寮見学、第２部に式典、第３部に懇親会、第４部に

寮宿泊会を実施いたしました。

　すべて寮生の手作りで作り上げ実施した式典であり、この式典は、現寮生

とOBまた学園関係各位の皆様のご理解とご協力があったからこそ成功でき

たのだと思います。ここからは式典の報告を各部に分け、写真と文章で報告

させていただきます。
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第１部  昼 食 会 ＆ 寮 見 学

　2014年11月22日（土）は、閉寮を前に全国からOB70名が「第２の我が家」である北光

寮に帰ってきました。

実行委員が入口にて交通整理

当日、特製カレーを作ってくれた調理員さん

朝からご苦労さまです

ロビーにてOBの受付

北光寮伝統の特製カレー

皆さんで行列に
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懐かしい仲間といただきます

お疲れ様です。ごちそうさまでした

自分のものはありましたか？

美味しい、懐かしい、変わらない

大会議室に歴代の「ふみあと」を展示

仲間と自分の部屋を確認！
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第２部  48 周 年 並 び に 閉 寮 式 典

　15時からは48周年並びに閉寮式典が大学内の黒澤記念講堂にて行われました。式典では

仙北学園長や干場学長を始め、学生部の方々や寮関係者をお招きして礼拝形式で静粛に挙

行されました。

記念式典後に全員で記念写真

前奏　賛美歌21　412番　聖書コリントの信徒へ
の手紙12章12〜26節　酪農讃歌　後奏で行いま
した

総合司会の船戸はなれない中、務め上げました
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仙北学園長様から挨拶を頂きました

諏佐さんから挨拶をもらい、24年間の思い出など
を語ってくれました

寮長の渡邊もOBの皆様に感謝を申し上げました

干場学長様から挨拶を頂きました

主催者を代表して実行委員長西岡が挨拶しました

伴奏を務めた木内は夜中練習に励み臨んでいました
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第３部  懇 　 親 　 会

　式典後は東京ドームホテル札幌に会場を移し、懇親会を開催いたしました。世代を超え、

美味しいお料理に加え酒を酌み交わし交流を深めました。

全員で記念写真

管理栄養士の山形さんから挨拶を頂きました

ボイラーマンの滝本さんから挨拶を頂きました

寮母の池田さんから挨拶を頂きました

希望寮寮長の松本も挨拶し、北光寮の伝統を継承
すると力強い言葉を頂きました
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参加していただいた今井様の乾杯で始まりました

寮職員の周りは人が絶えることはありませんでした

VTR上映などもあり寮長も酒がすすみます

OBと現寮生一緒に盛り上がりました

懐かしい仲間と記念写真

最後はOBの皆さんが「ふみあと」を合唱して今
と昔の違いに驚きました
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第４部  寮 宿 泊 会

　22時30分から寮宿泊会が開催され、OBと寮について夜遅くまで語り合い親睦や寮の歴

史を深めることができました。朝は朝食を摂りOBの方々は、順次にお帰りになりました。

寮の空き部屋に宿泊して楽しい夜を過ごしていた
だきました

懐かしい仲間と共に

味はいかがでしょうか？

寮のご飯で大きくなった大関さん

今日は、スペシャルボイルウインナー

味はいかがでしょうか？
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懐かしい朝食はいかがでしょうか？

朝から炊務当番お疲れ様です

泊まったOBと記念写真

ごちそうさまでした！

帰る前にもう一度挨拶に来たOBも
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▼短大２コース北光寮（昭和43年）

開寮当時の北光寮

「ふみあと」の楽譜

写 真 で 振 り 返 る 48 年
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ふみあとアコーディオン伴奏：ふみあとの歌をうたうときには
必ず先輩のアコーディオン伴奏がありました。そのアコーディ
オンは我が同期生の乾英二氏（音根内在住）に受け継がれて行
きました。アコーディオン伴奏はその時代を反映していた現象
だろうと思います。今回寮を訪問させて頂いて、譜面のあるこ
とが判りましたが、当時アコーディオン伴奏があったために、
私達に譜面は不要だったのです。
写真はアコーディオン演奏者は一級先輩の森田氏、隣は同期の
江田氏である。

短大二部演芸会：昭和43年、入寮してすぐの先輩後輩
入り乱れての親睦会での出し物でした。確か国定忠治の
都落ちの一場面だったかと思います。（名セリフ‥かわ
いい子分たちとの別れの門出だ‥）

1983年玄関先で

58年度　北光寮　かなん寮　寮生一同　Ｓ59. 2. 21
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Ｓ57年第16回二部大会後夜祭
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「201の悪仲間」

第１回文化部祭典ヤング・フェスティバル

北光寮々員会



18  ｜ 北光寮48周年・閉寮記念誌

第１回寮祭冊子（1983）
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特別投函
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学校法人酪農学園　麻田　信二

北光寮の閉寮に寄せて

　北光寮48周年を持って閉寮するその記念として、閉寮記念誌が発行さ
れることは、酪農学園の学生寮の歴史を後世に長く伝えるものでありま
す。情熱燃えたぎる若き青年時代に寮で過ごされた人たちやそれにつな
がるご子息たちにとっては、誠に意義深いことであり、閉寮事業に携わ
られ、閉寮記念式典の挙行とともに、記念誌を発行される実行委員会の
皆さんに心から敬意を表するものです。
　また、学校法人酪農学園として、歴史を刻んできた北光寮を閉寮する
ことは、寮生活を過ごされた卒業生の皆さんにとってはさみしいことと
お察しいたしますが、老朽化した大学の北光寮並びに創世寮、長い歴史
を持っている高校の機農寮を閉寮し、酪農学園のさらなる発展に寄与す
るよう、これらを統合し高大共同の男子寮となる「希望寮」を新築する
ことにしたところであります。この記念誌が、北光寮で培われてきた善
き伝統が新しい「希望寮」に引き継がれる一助になることを願ってやみ
ません。
　私は、酪農学園の寮にはいくつかの思い出があります。20年以上前に
なりますが、機農寮の講堂で、酪農経営科の生徒を対象に講演をしたこ
とがありますが、一番心に残っているのは、昭和39年にスタートした酪
農学園短期大学２コースの卒業生とのかかわりの中から、寮生活の素晴
らしさを感じたことでした。
　畑作酪農を営む農家の二男として育ちましたが、当時は、全日制高校に
ほとんどの人が進学する時代ではなく、兄は農家を継ぐこともあって、兄
と妹は、高校の定時制農業科に進みました。当時の定時制農業科は、農業
が営まれる期間は、週２日、火曜日と木曜日が登校日、冬期間は全日制と
同じですが、４年間通学し卒業となりました。私だけは、農家の後継者に
はなれないので、朝晩と夏休み冬休みの期間は農家仕事の手伝いを優先し
ながら全日制普通科に進みました。このように、農家の子弟は、重要な労
働力だったことや経済的な面もあり、勉強をしたいと思っても、なかなか
通常の高校や短大・大学に進学することが出来ませんでした。
　黒澤酉蔵先生は、向学心に燃えた農家子弟のために、農繁期は家で働
き、農閑期だけ全寮制で学ぶ３年制の短大を設けたわけですが、希望者
が多く、そのための寮として、北光寮が整備されました。
　北海道庁で長く農政部門で仕事をしましたが、小学生の時から高校卒
業まで農家仕事を手伝いながら、通学した経験があったからか、知り会っ
た短大２コース卒業生の皆さんには不思議と親近感を感じ、敬意の念を
持って今日まで過ごしてきました。
　私は寮生活の経験は会社に勤務していた時だけでしたが、学生時代に
は寮生活に憧れを持っていましたので、初期の２コースに学んだ皆さん
は、高校卒後の直ぐの人から30代の既婚者までと多様な人たちが一つ屋
根の下、寝食を共にして未来の農業に思いを馳せて学びを深めたという
話を聞き、たいへんうらやましく感じたものです。
　北光寮は、こうした２コースで学んだ人たちの伝統を引き継ぎながら
48年の歴史を刻んできましたが、北光寮がこの世から消えても、北光寮
で学生時代を過ごした足跡は、この記念誌などを通じ、末永く後世まで
語り継がれることを願っています。北光寮万歳。酪農学園万歳。
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酪農学園学園長　仙北富志和

原始林の風を人生の糧に

　北光寮で結ばれている皆さん、原始林の風を受けながらの青春の一
ページはいかがでしたか。「十分楽しんだ」「寮則を破った」…思い出は
いろいろ。なかには生活のリズムが合わず退寮した人もいるでしょう。
　学生生活は「いろいろ」でいいわけですが、貴重な体験を長い人生に
生かしてほしいと願っています。私は常々、「寮生活を体験した人は学
生生活を倍楽しんだ」といっています。私は大学がスタートした時の一
期生で、寮はマルコ寮でした。今の学園生協横の自転車置き場あたりに
ありました。古い漁民家を移築したものでしたが、30人足らずの「畳と
ルンペンストーブ」の雑魚寝でした。
　その後、ボロ校舎の中に立派な創世寮ができました。「教室や研究室は、
雨漏りや雪が入ってきてもできるが、学生の生活をよくするのが先決だ」
との先生の言葉が今でも記憶に残っています。黒澤酉蔵先生も「設備が
立派だから良い人材が育つとは限らない」と言い残しています。
　北光寮の始まりは、農業を実践し、農村のリーダーを養成するために
創設した酪農短大Ⅱコースのためのものでした。寮の名前は、黒澤先生
が自ら命名したと聞いています。黒澤先生は、学園の発展拡大を喜びな
がらも、目指した「農業人教育の理想」に物足りなさを感じ、全寮制で
三年間の短期大学を創ったのでした。
　さて皆さんが楽しんだ北光寮の周辺の歴史と、風景について少し触れ
ておきましょう。国道12号線から寮に向かいますと、なだらかな丘になっ
ています。野幌丘陵の一角です。寮の東側には、2050ヘクタールにも及
ぶ野幌森林公園が広がっています。地元の人たちは「原始林」と呼んで
大切に保全してきました。
　大都市周辺の平地自然林としては世界的にも貴重な財産とされています。
　北海道は、明治時代から本格的な開拓が始まりました。この一帯に入
植したのは、新潟の開拓団でした。この開拓団の団長関矢孫左衛門を中
心に、この自然林の保全に尽力したのです。その面積は5000ヘクタール
にも及んでいたそうです。
　第二次世界大戦の時に、今では宅地化されている文京台地区一円の立
木は、東京などの戦災復興のためにすっかり切られてしまい、荒れた土
地は救急入植政策の下で農地になりました。北光寮の東南に30アールほ
どの林地がありますが、奇跡的に残されたものです。
　こんな先人の努力の跡に北光寮があり、その風景に触れ、風を吸いな
がらの寮生活であったことを改めて振り返り、これからの人生の糧にし
てください。
　皆さんは、同じ釜の飯を食べた同士です。絆を強め、母校の看板を背
負い、洋々たる人生を歩まれることを祈念します。

私はいばらのない道を求めない　　悲しみが消えよとも求めない
　　　　　日の当たる毎日も求めない　　…………
　　　　　人生のどんなところでも　　気をつけて耕せば
　　　　　豊かな収穫をもたらすものが
　　　　　手の届くところにたくさんある

（人生行路の贈物　サムエル・ウルマン）
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学長　干場　信司

北光寮の閉寮に寄せて

　北光寮は、創世寮より少し遅れて1966年に開寮し、今年で48周年を迎
えました。また、来年３月の新寮開設と共にその役割を閉じることにな
りました。48年間に亘って、寮生同士が毎日の生活の中で作り上げてき
た「文化」は、創世寮とは異なった色彩を放って来ました。

　11月22日に行われた北光寮48周年並びに閉寮式典は感動的でした。学
生自らが取り仕切った礼拝形式の式典は新鮮で素晴らしいものでした。

　「ふみあと」の大合唱は、寮生の北光寮に対する誇りと寮生活への想
いを伝えてくれました。閉寮を目前にして、その想いはいつもにも増し
て強かったように思います。「ふみあと」が北光寮の「文化」の源であ
ることを知りました。

　北光寮は48年間の時代を経て、老朽化してきたことは否めませんが、
いくら建物が古くなったとは言え、その中で、学生時代でしか持ち得な
い貴重な時間を共に過ごした経験や、まさしく裸の付き合いの中で生ま
れた友情は、色あせることはないでしょう。ここでできた仲間は、一生
の仲間です。

　いよいよ来年2015年４月からは、希望寮が開設します。異なった「文
化」を持った北光寮と創世寮の二つが合併して一つの寮になるというこ
とは、二つの国が一つになるような困難さを感じているとことと思いま
す。それにも拘わらず、合併に向けて互いの立場を尊重しながら、新し
い寮則作りに取り組んでくれたことに、心から敬意を表したいと思いま
す。

　新寮では、これまで通り、「三愛精神とそれに基づく健土健民」とい
う本学の理念を大切にしながら、新しい「希望寮の文化」を創り出して
下さい。そしてこれからも一生の仲間を作り出してもらいたいと思いま
す。
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学生部長　永幡　　肇

歴史を刻んだ「北光寮」の閉寮にあたり

　酪農学園の教育には寮があった。ダビデ、ペテロ、ヨハネ、マルコそして
ヤコブ寮には塾生や生徒そして学生と共に教職員そして学長も加わり寮生活
が営まれていたことが学園史に記載されている。寮は人間教育の場であった。
　大学の開学（1960年）にあわせて1963年に創世寮そして1967-68年に北光
寮が開寮している。北光寮は開寮48周年を迎えた。半世紀にわたり学寮を
支えてこられた学園役職者はじめ寮生の生活を支えられた寮関係の職員なら
びに関係者の方々のご尽力に感謝を申し上げたい。
　創立者たちは、実学教育により「窮乏の底に沈める国を興し、社会を興す
ため」に働く人をとの願いを込めて学ぶ者のために学寮を教育の根幹に位置
づけ奮闘されてきた。開寮当時には大学校舎の大部分が木造で小規模のも
のであったなか、当時、３階建てのコンクリート建築物は大学の本部として
の建物（正門の正面右側）、創世寮そして北光寮のみであったのである。創
世寮と北光寮は小高い丘の上で白色の壁と赤い屋根を持ち、小さな窓が横
に点在するひときわ目を引く建物であり、他では目にすることのできない本
学ならではの象徴的なシンボルであった。財政状況の厳しい中にも拘らず優
先して寮を設置したのであるから創立者たちの教育における寮教育とその託
された使命への理解とその実践に奮闘されてきたことを忘れてはならない。
　北光寮は1964年に酪農学園短期大学（全日制）に加えて季節制（修業年
限３年）の課程として設置された短期大学２コースの学寮（１棟1967年、２
棟1968年）として、春、夏、冬季に開講されたときに合わせて学生を受けい
れてきた。私も1979年４月から1983年３月まで短期大学に所属していたこと
から２コースの教育、ことに農閑期を利用し学外で行われた現地教育（道内
４〜５か所および本州２か所において優良農家や経営事例について２泊３日
で宿泊を共にした現地研修）に学生とともに参加させていただいたことがあ
る。２コースの学生の大半は自営者もしくは実習生であり農業の経験を有し
関連する知識と技術について実践的な力をすでに持っており、彼らの質問は
大学の講義においても実践の場においても簡単には解答が得られないレベル
の高いものであったことを記憶している。その実践的な２コースは1984年に
入学生の募集が停止された。これに伴い２年間は２コース学生と大学短大生
の共同学寮として用いられたが、1986年からは大学と短期大学１コース生の
学寮（短期大学は2011年度入学生募集停止）として利用されてきた。まさに
北光寮独自の歴史であった。
　寮での生活も時代によりスタイルが変化してきたようであるが、寮委員会
が中心となり「寮生による寮生のための寮の生活」が継承され幸いにも大き
な事故や災害にも見舞われることなく今日を迎えることができたことは何よ
りである。私も北光寮の寮監として寮生そして親と話し合いをしたことを懐
かしく思う。寮の伝統的な行事としての寮祭はじめ寮の催事に寮生の「情熱
と精神」が注ぎこまれてきた。青春のよき時を友と共に過ごせる場所として、
楽しみ、語り、歌い、汗を流し、共感し、人生を考え、祈り、論を交わし、
叫び、魂を震わせ、時には怒りで身を震わせ、また時には涙し苦しんだこと
もあったであろう。舞台となった薄暗い煤けた寮の居室、廊下や厨房の壁が
語りかけてくるのではないか。
　閉寮式典が開かれた黒澤記念講堂において、つどった北光寮生およびOB
による寮歌「ふみあと」が一同の「うなり」として“地響きのごとく”こだ
ました。講堂は一同の「うなり」を腹からの声として受けとめ、そして共鳴
したようであった！真の響きであった！北光寮で生活したすべての人の胸に
それぞれのドラマが秘められ寮の想い出として刻まれたことであろう。酪農
学園は今年80周年を迎えている。北光寮は2014年度をもって閉寮となるが次
世紀にむけて高大併設男子寮の建設が丘の上に進んでいる。新学寮へもて
る希望をつなげよう。
　（３学寮（創世、北光、清温寮）での合同クリスマス礼拝を夕方に控えて

5 Dec 2014）
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　私が17年前に酪農大に赴任した時、卒論指導を通して北光寮の学生たちと接する機会がありました。
そのときの学生たちの元気の良さ、気合いの入りっぷり、そしてバカさ加減にはびっくりすると同時に、
頼もしく感じました。なぜなら、今のこの時代に小さくまとまるのではなく、羽目を外すことのできる
若者が存在していることに良い意味で驚いたからです。
　しかし、このような気合いと伝統ある北光寮が今年度をもって閉寮することになってしまいました。
北光寮は幕を閉じますが、北光寮という場所で醸成された寮生気質はぜひとも新寮に引き継いでいって
いただきたいと思います。学生部などの大学当局を困らせることのない“良い”寮生として小さくまと
まるのではなく、時に大きく羽目を外せるような、気合いと希望に満ちた新寮生気質を作り上げていっ
てくれることを期待します。

　北光寮48年の歴史を閉じる節目の記念誌に、文章を載せていただけることに感謝いたします。
　私が北光寮を知ったのは36年前のことでした。1979年３月に大学を卒業した私は、その年の４月から
酪農学園に赴任してきました。当時の酪農学園は新入職員オリエンテーションを、１泊２日の日程で北
光寮を使用して実施されていました。短大に２コースが設置されており、その学生の通学のために北光
寮が開寮され、12年が経ったころのことです。会議室を使って、理事長や常務、宗教主任や学長・校長
等、層々たるメンバーからの挨拶や紹介、そして説明が行われました。その夜は４人部屋に宿泊しまし
た。ちなみにその時一緒にオリエンテーションに参加したのは、偶然にも現在の学生部長と学生課員で
した。今でも懐かしく思い出されます。
　聞き古された話ですが、寮生活は特殊な環境になります。しかし、その環境で共に生活したことによ
る人間関係の結び付きは、掛け替えのない一生の宝物となったことでしょう。
　北光寮はこれで幕を閉じますが、新たに希望寮が開寮します。希望寮が良き伝統を積み重ねて発展さ
れるよう心から期待しています。

学生部次長　泉　　賢一

北光寮の閉寮に寄せて

学生部　事務次長　赤尾　全廣

北光寮閉寮に寄せて
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　短大第２コースの学生寮として、北光寮が建設され、この47年間に寮を巣立った多くの皆様方に、心
より敬意を表すものです。
　短大第２コースは、農閑期に北光寮で寝食を共にしつつ集合教育を受け、３年間で履修し、卒業され
たと聞いています。農繁期には、各地の家々で仕事に汗を流し、農閑期に地元を離れここ江別市で、勉
学に努力された姿は、敬服されるものです。そして、現在も北光寮で生活する寮生達に、その学ぶ姿勢
は受け継がれています。大会議室に掲げられた寮歌「ふみあと」「一、俺達は知ったこの学舎で　一人
ぼっちじゃなかったことを…　二、俺達は行こうあの空の向こうに　だけれどいつも忘れずいよう…　
三、俺達は逢おうまたいつの日か　まわりが笑顔で満ちた時…」の歌詞のように、寮に集う仲間達が熱
い思いと明日への夢を語り合う姿が現在の寮生と重なり合い、この寮歌に見守られ歌われてきた結果で
あると強く感じます。
　今、北光寮の長い歴史に終わりを告げ、創世寮と統合し「希望寮」となります。
　時が経過し、寮生の容姿は変わっても、「北光寮」で培われた学ぶ姿勢は、今後も脈々と流れていく
ものと確信します。

学生部　学生課　有好　潤二

寮歌「ふみあと」に見守られ
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　北光寮48周年のお祝いと閉寮式典が同時に開催され、うれしいやら名残惜しいやらなんとも複雑な思
いです。ですが、閉寮といっても、北光寮が消えて無くなるわけではありません。北光寮の伝統も新寮
の礎となることでしょう。48年間の北光寮に感謝申し上げます。
　私は1999年４月から学生寮栄養士として北光寮に携わり現在に至っております。自治寮と言うだけ
あって委員会の力は今日まで絶大です。また、寮行事がふんだんです。特に寮祭は一大イベントです。代々
同じ形を頑なに守り続けてきた、熱い、熱い３日間を完全燃焼します。皆が一丸となって取り組んでい
る姿には感動を覚えます。そこに至るまで色々な出来事や窮地を乗り越えてきたであろう事が、想像で
きるからです。
　学生寮は社会の縮図みたいな所（北光寮の誰かも言っていましたが）で、ここで培われたことは、間
違いなく役立つことでしょう。
　時を同じく経験し、寝食を共にした仲間の絆が続いていくことを願ってやみません。
　ふみあとをいつまでも大事にしてください。OBのふみあとと、現役生のふみあと、しっかりと繋がっ
ていましたね。
　OBの皆さま、現北光寮の皆さまのさらなるご発展とご活躍をお祈りいたしますと共に新寮のご繁栄
を願っております。

　長い歴史有る北光寮の閉寮に向けて、思い出等々お知らせしたいと思います。
　私は2004年採用となり、学生部学生課事務職募集で事務職員となり、喜々として、学生課に初出勤し
ました。
　そして、寮担当者の話を聞き終えたところ、「さあ、行こうか」との声が掛かり、どこに行くのかも
わからず連れられて行くと…
　昭和の香りがする建物に到着しました。そこが北光寮でした。
　その時はもの凄く衝撃を受けた事が記憶に残っています。
　そこで、玄関に入ると元気の良い声が、あちこちから聞こえてきました、建物に驚いた気持ちが、一
気に改善されました。
　また挨拶ですが、聞いた事もない言葉で、最初は何と言っているのか？わかりませんでしたが、今と
なっては、どの用途にも使えて便利な言葉と思います　「チワッス!!」
　学生達との出来事が思い出されます、寮祭の外レクで怪我をした学生を大慌てで、当番病院へ連れて
行ったり、花火大会と言う名目の花火戦争の花火はとても綺麗でした、あとは芝生に穴を掘って、炭を
熾して、食べたお肉は美味しくて、皆なと一緒に食べる事は楽しくて、美味しさも格別でした。
　日々、学生達と関わり楽しく過ごした、あっという間の時間でした。
　建物としての北光寮は無くなりますが、私の心にも、そして学生達の心にも北光寮は永遠に不滅です。

北光寮栄養士　山形　郷美

北光寮の閉寮に寄せて

北光寮寮母　池田　信子

北光寮の閉寮に寄せて
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　48年前、短大Ⅱコースの季節制学生寮として産声をあげた北光寮は、途中短大Ⅱコース廃止に伴い、
大学、短大の通年学生寮となり新棟部分に改装を加え、女子寮としてカナン寮が併設されました。隣に
女子寮があるという恵まれた環境のあとしばらくして新しく高大併設女子寮の清温寮が完成し、女子の
声が聞こえなくなって少し寂しくなっていましたが、男子寮として希望寮が新設されて、今、その使命
を終了しようとしています。
　短大Ⅱコース出身の私は、在学中、自宅通学生であったため、クラスメートから寮の存在は聞いてい
たものの、実際どんな寮なのか想像できぬまま卒業し、記憶の中から消滅してしまっていました。平成
３年、縁があって北光寮・カナン寮営繕の任を受け寮運営の一部に関する事となり、24年が経過しよう
としています。
　最初は、初めて見る行事が多く何も手伝いが出来ませんでしたが２年目からは寮祭で大麻商店街を練
り歩く仮装パレード用の張りぼて作りを手伝だったり、生協ホール前に大きな看板を立てる手伝いが出
来たりと寮生と共に楽しいひとときが過ごせた事が大きな思い出となっています。
　48年間北光寮で生活した数多くの学生達が何かのきっかけで寮の事を思い出してくれたら寮としてと
ても幸せな事だとおもいます。
　寮の思い出は寮に関係した者の財産です。

　私は、この大学にて寮の調理員として、18年間お世話になりました。
　歴史と伝統ある寮に、最後まで、関わる事が出来た事に大変感謝しております。
　代々受け継がれている、罰則の牛乳取りは、いつも大変そうに、感じました。
　事務室では、いつも優しい寮母さん、そして困った時は、たよりになる営繕さんとボイラーさん、栄
養士さんと調理員は、寮生の皆さんを陰ながら、温かく見守っておりました。行事の時は、先輩、後輩
もなく、一丸となり、素晴らしい寮祭で、絆や友情を、深めた事でしょう。
　又、クリスマスでは、寮生の皆さんと、一緒にお祈りをして、御馳走をいただき、楽しいプレゼント
交換などがありました。
　最後になりますが、私も、沢山の寮生の皆さんと、より楽しい時間をいただいた事に、感謝しており
ます。
　在寮生の皆さんも、北光寮最後となる卒業生の方々も、北光寮魂を忘れず、目標に向かって、羽ばた
いて下さい。

北光寮営繕　諏佐　幸夫

北光寮閉寮に寄せて

北光寮調理員チーフ　梅田美恵子

北光寮の閉寮に寄せて
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　私は北光寮に携わって18年になります。
　数々の思い出がありますが一言では語り尽くせないですが、楽しい思い出ばかりでした。学生さんに
沢山のエネルギーを貰い私も、ここまで勤められた事に感謝しています。
　学生の皆さんも寮生活で培った事を社会に出て役立つでしょう。
　また、グローバルな世界で活躍してほしいです。

　寮生の皆さんの食事を作り続け18年が過ぎとうとう閉寮のこの時がきてしまいました。
　毎年、対面式から始まり寮祭、クリスマス会と寮生の皆さんと一緒に楽しませていただきほんとうに
ありがとうございました。

　私はここに来て12年半になります。始めは女子寮もありにぎやかでしたが、今は人数も減り寂しくな
りました。昔も今も皆さんの美味しいと云ってくれる笑顔で、今日迄これたと思います。ありがとうご
ざいました。

　四季折々の行事を通し、絆を深めた皆さんの第二の故郷に幕が下りますが、今まで培った力強い精神
力や英知は、一人一人の心の中で生き続けていくことと思います。
　共に時を過ごせたことに感謝しております。

　私が調理員として勤務させて頂いて13年、学生さんから、元気をもらい楽しい年月を過ごさせてもら
い感謝！感謝です。これからも学生生活を楽しんで下さい。お世話になりありがとうございました。

調理員　小島　友子

北光寮の閉寮に寄せて一言

調理員　走出　成子

北光寮の閉寮に寄せて

調理員　野口　郁子

北光寮の閉寮に寄せて

調理員　星野　澄子

北光寮の閉寮に寄せて

調理員　庄田　弘子

ちょっぴり寂しい閉寮に寄せて
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　プラタナスの並木道を通った毎日。牛乳取りは遠かったでしょう。球技大会の朝練はハンテンを羽織っ
て元気に飛び出していきましたね。北光寮での生活は人生の礎となる事でしょう。北光寮生として誇り
高く生きて下さい。

　北光寮生さんの美味しいですの言葉が、元気に、なれました。
　ありがとうございました。

　寮生たちに出会えて、元気を沢山いただき、忘れえぬ場所になりました。
　寮生の皆さんの御活躍をお祈り申し上げます。

　朝晩、食堂から響いてくる学生さんの元気な声に、いつもパワーをいただいていました。
　また、寮祭やクリスマス会などの行事でも、楽しい思い出が数多くできました。
　北光寮、そして在寮された学生の皆さま、本当にありがとうございました。

　寮の厨房で働いてから二年足らずでの閉寮で寂しい限りですが、北光寮の寮生らしく明るく、和やか
な人生を送られる事を、心よりお祈り申し上げます。

　新寮に向けて、着々と準備しながら、北光寮の、いろいろな思い出を振り返ってる時期でもあるでしょ
う。窓からのすきま風、廊下の寒さ、その寒さに負けない寮生の声。新寮でもまた新しい思い出を作っ
ていって下さい。

調理員　是友いずみ

北光寮の閉寮に寄せて

調理員　佐藤由美子

一番に思う事

調理員　加川ふさ子

北光寮の閉寮に寄せて

調理員　関　　真澄

閉寮に寄せて

調理員　天坂　郁子

北光寮の閉寮に寄せて

調理員　三原　裕美

北光寮の閉寮に寄せて
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　北の大地に光輝く灯が消える、寮生並びに寮を巣立って行ったOBの皆さんは一抹の淋しさを感じて
いる事でしょう。
　私は平成３年から冬の期間ではありますが、24年の月日が流れました。OBの皆さんは元より諏佐さ
ん、４人の寮母さん、栄養士さん、調理員の皆さんには大変お世話になりました、紙面をお借りしてお
礼と感謝を申し上げます。そして皆々様の更なるご活躍と益々のご健勝をお祈り致します。
　来年からの冬期間は年金を溜めてOBの各地を回りたいと思いますのでその時は宜しくお願い致しま
す。
　以下は私と交流のあるOBのメッセージです。
　枦木　義行（Ｈ３年度卒業　鹿児島県在住）
長い間お疲れ様でした。北光寮ここにあり！
　佐々木康貴（Ｈ９年度卒業　岩手県在住）
私は岩手県で食肉処理工場勤務している佐々木です。寮での思い出は何と言っても寮祭です！フロアー
で一致団結し取り組んだ事、特に４年の時フロアー長で騎馬戦で優勝し胴上げされた事は忘れられませ
ん。北光寮よ永遠に！
　水野　伸志（Ｈ６年〜７年在寮　佐賀県在住）
告白、当時一年生だった僕達は先輩の留守をいい事に酒を浴びる程飲んでいた。ある日酒が無くなり思
案してると窓際に先輩の大切なお酒が…拝借し水で薄めた。後日、先輩にそのお酒をついでもらった、
その夜は全く酔えなかった。先輩ごめんなさい
　山本　和弘（Ｈ８〜９年在寮　愛知県在住）
北光寮はつらかった〜…でもそれ以上に楽しかった。ありえない上下関係、訳の分からないルール、そ
れでも楽しかった。自分のちっぽけな価値観を吹き飛ばし、良い仲間に巡り合えた事に感謝しています。
ありがとう。
　大関　健太（Ｈ25年度卒業　帯広在住）
寮で過ごした４年間の日々、一生忘れる事の出来ないものばかりでした。これからの希望寮となっても
北光寮の素晴らしい伝統を続けていければOBとして幸せでございます。
　西野　久幸（Ｈ21年在寮　静岡県在住）
人生の中で辛くも楽しい、有意義な時間を過ごせた寮でした。
皆さん、有り難うございました。
　最後に一言、希望寮の初代寮長松本君！頑張って下さい。

格言　北光寮語らずして滝本は語れない！皆さんお元気で〜バタン（ボイラー室のドアの閉まる音）

北光寮ボイラーマン　滝本　　悟

北光寮の閉寮に寄せて
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　私は縁あって北光寮のボイラーマンに従事し、３年目の冬を迎えました。
　今、48年で幕を下ろす北光寮に接し、自分の人生と重ね合わせています。
　私も18才から22才までの４年間、寮生活を経験しました。
　生まれて初めて親元を離れ、必要に追われ、いやいや掃除、洗濯をした事が昨日のことのように思い
出されます。
　半世紀近く過ぎた今では、建物も消え場所も定かでなくなりましたが心の中にその姿は鮮明に甦りま
す。
　古きものは新しいものへと形を変えて行く、これは世の常なのでしょう。
　皆さんは４月から近代的な寮へと生活の場が移りますね。夢と希望が大きく膨らんでいることでしょ
う。大いに青春時代を楽しんで下さい。

北光寮ボイラーマン　宮武　悦雄

北光寮の閉寮によせて
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　北光寮48周年おめでとうございます。創世寮は北光寮とともに酪農学園大学の学生寮として長い歴史
があります。しかしその歴史にも幕を下ろさなくてはならない時がきてしまいました。閉寮はもの寂し
い気がいたしますが、下は向かず歩んでいこうと思います。
　私個人の北光寮との思い出といたしましては、クリスマス会に招待していただいたことです。創世寮
でも毎年12月になるとクリスマス会を開いており、その時は北光寮の寮長、副寮長に来てもらっていま
す。私自身、初めて北光寮のクリスマス会に参加させていただき感じたことは、寮生同士の仲が良くと
ても楽しそうな寮だということです。創世寮も仲の良さでは負けてないとは思いますが、北光寮の寮生
は我々以上の仲の良さを持っているような気がしてとても羨ましく感じました。また、寮職員さん達も
一緒になってクリスマス会を盛り上げており、寮が一致団結していたようにも感じました。
　最後になりますが、2015年４月からの希望寮に向けてお互いの寮の伝統を忘れずに、北光寮の皆さん
とこれまで以上のお付き合いをしていき、互いの良さを残しつつ新たな寮を作っていく所存であります。
この度は本当におめでとうございます。

　私が北光寮との交流で１番楽しかった思い出は、ダンスパーティとジ
ンギスカンパーティです。ダンスパーティは２つの寮が合同で時間も忘
れるほど盛り上がり、みんなと踊りとても楽しい時間となり、汗をかく
ほど全力で楽しむことができました。ジンギスカンパーティでは、北光
寮の方達が美味しいジンギスカンをおもてなししていただき、とても満
足することができ、さらには北光寮の方が私たちを楽しませてくれるよ
うな様々な催しをしていただいたので、とても楽しかったです。
　そんな楽しいことが沢山あったからこそ、今年で寮が閉寮してしまう
ことがとても残念に思います。しかし、来年度も希望寮という新たな場
所で沢山の思い出を一緒に作ることができることを願っています。

第53代創世寮寮長　村上　　俊

北光寮との思い出

清温寮寮長　長岡　詩帆

北光寮との思い出
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　北光寮の思い出は、４年前内部異動で新札幌献血ルームに配属となり、
日々血小板確保の為、近隣事業所、各大学、専門学校に献血依頼をしな
がら苦辛しておりました。ある日、本部より肝臓移植手術が決まり大量
のＡ型血小板が必要と連絡があり、すがる思いで北光寮に走りました。
北光寮では、献血担当の渉外の学生による寮内放送での呼掛けや、各部
屋を廻ってくれたりして、12名集めて頂き、なんとか必要なＡ型血小板
を確保する事ができたと言う思い出を鮮明に覚えております。現在も定
期的な協力に加え突発的な血小板必要時においても数えきれない程の献
血協力を頂いております。
　４月からは、新たに希望寮が開寮となりますが北光寮の良き伝統と、
ボランティア精神を継続していただければと思っております。

　北光寮48周年並びに閉寮式典の開催誠におめでとうございます。
　48年間という北光寮の長い歴史に幕が閉じる瞬間が訪れました。北光寮に在寮した寮生の皆さんは今
も寮生活の思い出が心の中に刻まれているのではないでしょうか。寮の居室で友と語り合い、肩を寄せ
合いながら寝食を共に過ごしてきた北光寮は寮生が語り継がれる限りは永久に不滅です。
　さて、2015年度からスタートする希望寮では約204名の学生が共同で生活していきます。北光寮の倍
近くの寮生になるという事もあり気が引き締まる思いです。私は歴代（48年間）の北光寮生の皆さんが
築き上げてきた伝統や行事などを希望寮に繋げていき、語り継いでいきたいと心から思っております。
北光寮で得たものは全て私にとっての宝物であり、未来への希望寮に繋ぐ大きな原動力となっています。
沢山の笑顔・優しさ・感動・思い出をありがとうございました。私は歴史ある伝統ある北光寮で過ごせ
た事を誇りに思い、心から感謝しています。「北光寮、ありがとう!!」

新札幌献血ルーム　張間慎太郎

北光寮閉寮に寄せて

希望寮初代寮長　松
まつ

本
もと

　整
せい

樹
き

「北光寮に感謝」
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　ある集会で、偶然酪農学園の卒業生が数人集まり時代を超えて同窓を喜んだ。同窓というのは素晴ら
しいものだ。
　北光寮は短大Ⅱコース学生の寮だった。夏冬のスクーリングがあって、冬スクーリングで集まったこ
の学生達は全寮制システムで先輩も後輩もなく等しく、人恋しく、友人と肩を並べることがうれしく、
夜な夜な語り合うことに嬉嬉としていた。だからか、大学の寮となってからも北光寮は自由な気風を持っ
た寮だった。
　そんな寮だったが妙に荒れた時期があった。財布からピッキングされ、それが大きな窃盗事件に発展
して寮生は怒った。学生と寮監も学生部も深夜まで会議室で「事情聴取」という取り調べをした。苦し
くて、苦しくて、辛くて、辛くてたまらなかった時代だ。経営的な事情から入居者を満堂に取りたいと
いう欲求が働いた頃と妙に一致するが、それでも寮は歩み続けた。寮というのは集合住宅ではない。寮
というのは時代、時代で全く違う顔をしている。数十年の寮歴が素晴らしいのではなく、その時その時
を切り取ったそれぞれの寮があるのだろう。自分が所属しているパーツのような寮を大切にして欲しい
ものだと思っている。

　約20年前に寮監を勤めさせていただきました循環農学類の森田茂です。
寮監時代のさらに20年ぐらい前、山口百恵さんは、プレイバックパート２
の中で、「坊や、いったい何を教わって来たの、私だって、私だって、疲
れるわ」と素敵な唇で歌いました。ドキドキしました。このたび投稿文を
依頼されましたので、当時にプレイバックして1996年北光寮寮祭「飛躍」
に寄せた文章を「再投稿」いたします。

　部屋紹介の挨拶でも申し上げましたように、集団の中の個人としてなさ
なければならないこと、気をつけなければならないこと、これらを経験し、

考えることのできる寮生活はすばらしいことだと思います。寮祭を自分たちの手で作る作業から、寮生
皆の団結感と一人一人の役割が見えてくることでしょう。焦らず、奢らず、おちついて、階段を一歩ず
つ登るように、個人個人のペースで、小さな「気楽な飛躍」の積み重ねにより、しばらくして振り返っ
てみると「大きく成長した」自分がみえるよう願っています。

　「百の飛躍」
　　ひゃくのひやくに ちりゃくをはっき
　　きやくのなかにくふうをつくる
　　ひゃくのひやくで だんけつはやく
　　みんなのちからできらくにひやく

寮監（1989年〜1990年・1993年〜1994年）　菊田　治典

北光寮閉寮に当たって

北光寮寮監（1995年４月〜1997年３月）　森田　　茂

「プレイバック・プレイバック」
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　私は2003年４月１日から2005年３月31日までの２年間、北光寮の寮監を
務めました。酪農学園大学に赴任して４年目でしたが、寮のことは全く分
からず、寮生と触れ合える良い機会でもあるので、月に１回北光寮の食堂
で寮長と一緒に夕食を食べるようにしました。寮での日々の出来事や毎年
行われている色々な行事のことも聞き、ジンギスカンパーティーやクリス
マスパーティーにも参加しました。寮の前の空き地？に穴を掘り、そこに
炭火を入れ、身を寄せ合いながらジンギスカンを食べたのを覚えています。
ただ、寮の施設そのものは当時と全然変わっていないような印象を持ちま
した。当時？私は酪農学園大学の出身で、部活動（バスケットボール）の

合宿の際、北光寮を使わせていただいたことがあります。合宿では毎年夏休みに大学の合宿所を利用し
ていましたが、その年は使用することができなく、寮で食事や寝泊りをしました。創世寮を含め、早く
改築してやってほしいとの思いがありました。北光寮、創世寮、附属高校の寮が取り壊され、高大併設
共同男子寮「希望寮」が現在建設中ですが、2015年より新たな歴史の１ページを築いてほしいと思います。

寮監（2003年〜2004年）　植田　弘美

「寮監の思い出」
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▼短大２コース北光寮（昭和43年）

寮生が刻む北光寮48年史
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　何故か、私の在学中の思い出が消えている。卒業後農業とは関係のない
仕事に就いたこと。遠く郷里を離れてたこと。当時の思い出記録となるも
のが卒業アルバム業者の倒産という事件に遭遇して何も残らなかったこと
と、同級生の名簿を紛失してしまったなどの事が重なり、学生時代の思い
出となる様なものが存在せずに今日に至りました。ある同期を尋ねたこと
が全ての始まりでした。そこで在学中の名簿の存在を知り、身近に沢山の
同期生がいた事が判り、そこから自分探しの旅が始まりました。そのこと
の一つの成果として平成22年11月に６期生の同期会を札幌で開催したこと
にはじまり、その際現在の酪農学園を見学させて頂きました。同時に北光

寮も玄関先では有りましたが見学させて頂きました。急ぎ足で寮内の見学は出来ませんでしたが、今回
この原稿の締め切り間近に、北光寮の見学が叶い、学生課の有好潤二様、北光寮48年並びに閉寮式実行
委員会の山家佳己様、営繕の諏佐幸夫様に寮内を案内していただき有難うございました。部屋とお風呂
食堂ホールなどを見せて頂きまして大変懐かしく感じました。特に厨房での匂いに懐かしさを感じたの
は、当時食事が学年生活の上で大きな関心事の比重を占めていたことの記憶が蘇ったのではないかと思
います。また現在も北光寮の半纏が後輩へと引き継がれて、かなり年期の入った半纏を見せて頂きまし
た。これも今私が持っております物とは違って布は厚くデニム生地で作られた立派なものでした。違う
ところは表襟部分の短大二部の文字ではなく酪農大短大北光寮となっていたことでした。
　さて当時ですが、自分はカメラを持っておりましたので、今でも何枚か北光寮の写真を持っておりま
した。その殆は実家に置いたまま家を出ておりますので、離散してしまっておりますが、二部の記念誌
を作るに際して、数人の同期から写真を提供頂き、それが今は貴重な思い出記録となっております。ご
承知のように、私達の学課は農閑期を利用して授業を３年間行うというもので、確か朝８時から夕方５
時まで、びっちり缶詰状態で授業をしたと記憶しています。後になって判ったことなのですが、農作業
が終わらず１ヶ月程遅れてきた者、１年休学して同級になった者、また休学して１年遅れて卒業したも
の。また高校卒業後、数年就労してから短大二部に入学してきた者がいたことが38年経って初めて知っ
たことなど。私達酪短大二部は時代の要請がもたらした寵児だろうと、今改めて感じております。その
ことを強く感じるに、私たちの学部が失くなったこと、そしてその時代を寝食を共にした北光寮も無く
なること、大変寂しく思いますが、その熱意や思い出はいつまでも私達の心のなかに生きています。最
後の勇姿を記録させて頂きまして有難うございました。

短期大学二部　第６期生（昭和47年卒）　園田　益男
（標茶町出身：青森県八戸市在住）

ありがとう北光寮
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　酪農短大Ⅱ部に籍を置いて、そこでの生活基盤であった北光寮。北海道内に止まらず全国各地から、
先輩・後輩が寝起きを共にして行く中から、それぞれの夢に向かって学んだ寮の閉寮は寂しくもありま
すが、あそこで出会った沢山の方々に多くの事を学び、成長させて頂いた事は私の財産であります。
　各地から集まって来た人が、生活を共にする事はなかなか難しい事も沢山ある中で、一番印象に残る
のが当時の食事面を担当されていた厨房の職員や栄養士の方との係わりを持たせていただく中で、せっ
かくの献立も事情があるにせよ、無駄になる量が甚だしく、何とか改善出来ないものか？こんな相談を、
私を含む当時の寮役員に打診がある中で、現在、生徒個人が寮内にいるのか？その日の食事は取るのか？
を明確にする為に、寮生の名札を作成掲示して改善に努めたりなど、楽しく過ごした時間を思い出しま
す。
　寮生だけに止まらず、沢山の方々との出逢いが、現在の自分がある事に感謝するばかりです。

　Ｓ59年４月｡ 周囲に雪が残る坂道を登ると､ 白い壁に小さく四角い窓が並ぶ３階建ての赤い屋根｡ 見
上げる玄関には ｢北光寮」。階段を上り中へ入ると､ 多くの先輩たちが笑顔と法被姿で迎えてくれまし
た｡ パーソナルスペースが畳１枚の４人部屋で過ごした寮生活は貴重な経験です｡ 入寮した年は､ 本
学・２コースが混在｡ 旧棟（現北光寮）１・２Ｆ201〜206､ 新棟１〜４Ｆは本学｡ 207〜208・３Ｆは
２コース（※現205は委員会室）。11〜３月はほぼ満室？で､ 寮内は賑やか｡ 風呂場･食堂は混雑してい
ました｡ 出身･習慣･言葉･年齢などが様々で個性的な若者が全国から集まっていたので､ 楽しい事･超
緊張する事･意外な事‥色々と出来事が盛り沢山です｡ その中でのお楽しみが寮祭とクリスマス会（讃
美歌312番）です｡ カナン寮（女子寮）との合同イベントなので､当然浮足立っていたと思います（笑）。
中でも親睦が深まる？ダンスパーティーはミラーボールの下で大いに盛上りました（冬もあった気がし
ます）｡ 今でも♫ブレイク・ミーとかを聞くと思い出します｡ Ｍ君（Ｔ村在住）の選曲が懐かしいです｡
寮は仲間達との出会いを横に繋ぎ､ 縦に繋いでくれました｡「俺達は知ったこの学び舎で‥」

短大Ⅱコース　井上　　茂
（池田町）

北光寮での出逢いに感謝

1987年度卒業　石川　秀朗
（音更町）

北光寮の思い出
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　この度は我々の第二の故郷である「北光寮」が長きにわたる歴史に幕を下ろすということで、心から
寂しい気持ちでいっぱいです。また、このニュースを初めて耳にしたときには大きなショックを受けま
した。同じ時を過ごした仲間達とは連絡をとりあいながら懐かしみ、寂しさを共有しました。
　思い起こせば今から20年ほど前、18歳になり立ての私は４月だというのに、まだ雪の残る坂道の奥に
佇む「要塞」に入寮しました。玄関に入ったところで居室棟方面から聞こえてくる「チワスっ！チワ
スっ！」と奇声の連呼。自分の部屋に通されたかと思えば「とりあえず、座れ」と先輩からわけのわか
らないルール説明。各部屋、食堂、風呂場、洗濯場、あらゆる場所で行われる上下関係の非情なしきた
りの数々。「狂っている」フロア会議と呼ばれる週１ペースの「説教」。「歓迎コンパ」という名の楽し
げな「生き地獄」。寮祭という不眠不休の「究極の男祭り」。「追いコン」という名の下級生からの最後の「反
撃」。
　その一つ一つが我々の友情の絆を固めてくれ、それぞれに強く生きる自信を与えてくれました。「あ
りがとう、北光寮、心の中に」愛してます。

　大学生活が慣れるまでは寮に入って、それからアパートでも借りようと甘いことを考えていました。
　寮に入る日は、まだ雪も残っていたように思います。玄関まで先輩が迎えにきてくださり、部屋まで
案内していただきました。荷物を置き終えて、先輩から寮の規則を色々と説明していただきました。そ
のとき私は、「えらいトコにきたな」と思いました。その２・３日後に新入生がそろい、第１回北光寮
１階歓迎会がありました。その歓迎は凄まじいものでした。山形のＴ先輩はあり得ない量の酒をあおり、
気がついたら次の朝で、何があったのか全く覚えていませんでした。この様な会が数週間ごとにあり、
北光寮生として鍛え上げられました。
　北光寮での思い出や得たものはたくさんあります。どれを取り上げていいのか迷いますが、やはり共
同生活から生まれる「強い絆」だと思います。大学の講義を聴いても早く寮に帰って先輩と騒ぎたいな。
サッカーのゲームで10対１で勝ちたいなとか。飲み会はあんまり自分にコールをかけてほしくないな。
など、北光寮の先輩のことや同級生・後輩のことを凄く大事な存在に思うようになっていました。
　この北光寮で共に生活をした先輩・同級生・後輩は、私にとって一生の宝物です。これからもずっと
付き合っていきたい存在です。そのような出会いを生んでくれた「北光寮」ありがとう、おつかさまで
した。そしていつか同窓会しましょう。北光魂は永遠に不滅です。

第32期寮長　津藤　弘之
（宮城県）

北光寮の思い出

元寮長　原田　和典
（兵庫県）

北光寮の思い出
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　北光寮での思い出で一番印象強いのは、二年目の寮祭です。寮祭で優勝するために、GWが終わった
時期から寮祭までの二か月間、毎朝外レクの種目を練習しました。ときには土にまみれながらも急いで
寮に戻ってシャワーを浴び、朝食をかきこんで、そのままダッシュで講義に向かいました。講義中に睡
眠をとり、夜はバイトに行き、また朝になったら朝練の繰り返し。寮祭までの二ヶ月で体重と体脂肪率
を測定し、誰が一番鍛えられたか、マッスルダービーとして、フロアのみんなで競いました。なぜか自
分が最下位ということになり、みんなに焼肉をおごったのも今となっては良い思い出です。
　寮祭といえば、寮祭ヘアーの風習が続いており、青や赤、金や緑という髪色の寮生がいっぱい居る中、
当時自分は左髪が黄緑、右髪がピンクの二色ヘアーにしました。あの髪色は二度とすることはないでしょ
う。そんなこんなもあり、二年時に四年間で唯一寮祭を優勝することが出来、その日はみんなで夜中も
騒ぎ続けました。
　寮長も務め、四年間で楽しいことも嫌なことも北光寮で色々学びました。これからも北光寮での思い
出は忘れることはできないでしょう。

４年　伊丹　卓也
（107号室）

北光寮の思い出
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今 の 行 事

入学式の日は玄関で記念写真

部屋紹介は来賓などをお呼びして皆さんに紹介

女子寮との顔合わせは一年生が良きパートナーを捕まえる為に告白をして女子寮までお送りしています

部屋写真は脱ぎたがる

一発芸は一年生が体や恥を捨てて頑張っています
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寮祭は最大のイベントで１日目は腕相撲や北光ダービーで北光汁の一気飲み

２日目はサッカー、ソフトボール、バレーボール、バスケットボールで競い、夜は女子寮とダンスパーティーで盛り上
がります

３日目は餅つき、水かけをしてから女子寮とジンギスカンパーティーで親睦を深め、一年生が出し物で盛り上げてくれ
ます
綱引きやスエーデンリレーを行い、閉会式を迎えます
夜は花火大会（花火戦争）で締めます
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分散会は記念品を４年生に渡し感謝を表します

最後の寮生で最後の記念写真

新旧委員会飲み会で３寮の委員会で親睦を深めます 消防法に則り避難訓練、消火訓練を実施しています





資 料 編
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寮の特製カレーレシピ

材料

作り方

寮生の１人分
※世間一般の1.5〜２倍ぐらいの分量です。

豚もも挽き肉� 40g
牛もも肉（2cm切り）� 40g
たまねぎ（スライス）� 110g
じゃが芋（1cmサイコロ切り）� 120g
にんじん（1cmサイコロ切り）� 30g
しょうが（みじん切り）� 2g
にんにく（すりおろし）� 2g
サラダ油� 5cc
コンビーフ缶詰� 20g
フルーツチャツネ（ペースト状）� 8g

種無しプルーン（ペースト状にする）� 6g
中濃ソース� 5cc
カレー粉� 1.5g
インドカレー� 10g
ジャワカレー� 10g
バーモントカレー� 10g
水� 150cc
牛乳� 50cc
バター（有塩）� 2g
ローリエ（月桂樹の葉）� 適宜

①厚手の鍋にサラダ油を熱し、しょうが、にんにく、たまねぎ、じゃ
が芋、にんじん、豚もも挽き肉、牛もも肉を炒め、カレー粉を
加えてさらに炒める。

②水と、ローリエを加え、煮込む。沸騰したらあくをとる。

③コンビーフ缶詰、フルーツチャツネ、プルーンを加え煮込む。

④カレールー、中濃ソースを加え煮込む。

⑤牛乳を入れ煮込み、とろみがついたら出来上がり。
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式典ポスターを作成して学内に掲示しました。

「時を刻み輪を繋ぎ我と共に在り北光寮」をテーマに開催致しました。時を刻んだ北光寮がOBとの輪

を繋ぎ合わせてくれたのが北光寮であり共に時間や仲間を巡り合わせてくれ、この式典でOBと出会

い同じ時を過ごさせていただいたすべての中心が北光寮で輪になっているために設定しました。
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歴 代 寮 関 係 職 員 一 覧

年度 寮監 寮母・主事・
事務

管理栄養士・
栄養士

営繕・
ボイラーマン 寮長 調　理　員 調　理　員

1966年

1967年

1968年

1969年

1970年

1971年

1972年

1973年

1974年

1975年

1976年

1977年

1978年

1979年 土橋　慶吉 笹原　武丸 中山一二三 井上　　茂 竹吉　キヨ 藤原　紀子 小竹　ソノ 佐々木富美子 新田　フミ 相馬　和子

1980年 土橋　慶吉 中山一二三 関口　哲治 竹吉　キヨ 藤原　紀子 小竹　ソノ 佐々木富美子 新田　フミ 相馬　和子

1981年 海野芳太郎 中山一二三 竹吉　キヨ 藤原　紀子 小竹　ソノ 佐々木富美子 新田　フミ 相馬　和子

1982年 海野芳太郎 中山一二三 中村　正広 竹吉　キヨ 藤原　紀子 小竹　ソノ 佐々木富美子 新田　フミ 相馬　和子

1983年 土橋　慶吉 竹村　和子 中山一二三 竹吉　キヨ 佐々木富美子

1984年 土橋　慶吉
菊池　直哉 増木　康郎 竹村　和子 中山一二三 竹吉　キヨ 山口　令子 折出須美江 佐々木富美子 吉田　信子 佐藤　秀子 奥村みね子 山崎　愛子 佐藤　一子 本谷　静江 佐藤　寮子 村上　美枝

1985年 管沼　英二
福本真一郎 亀谷　武春 竹村　和子

平塚　佳子 中山一二三 竹吉　キヨ 山口　令子 折出須美江 佐々木富美子 吉田　信子 佐藤　秀子 奥村みね子 山崎　愛子 佐藤　一子 本谷　静江 尾田　正子 松本三重子

1986年 管沼　英二
福本真一郎 亀谷　武春

伊藤　和子
（旧姓：竹村）
木村　孝子

中山一二三 石川　秀朗 竹吉　キヨ 山口　令子 折出須美江 佐々木富美子 吉田　信子 佐藤　秀子 奥村みね子 山崎　愛子 佐藤　一子 長谷川慶子 尾田　正子 北道美恵子

1987年 永幡　　肇
金田　隆一 亀谷　武春 伊藤　和子

木村　孝子 長谷川　勉 梶　　義則 竹吉　キヨ 山口　令子 折出須美江 佐々木富美子 吉田　信子 佐藤　秀子 奥村みね子 山保千都子 飯沼美代子 長谷川慶子 尾田　正子 北道美恵子 田沢　聖子 古里　えみ子

1988年 永幡　　肇
金田　隆一 笹原　武丸 伊藤　和子

木村　孝子 長谷川　勉 林　　　栄 竹吉　キヨ 山口　令子 折出須美江 佐々木富美子 吉田　信子 佐藤　秀子 砂澤　照子 山保千都子 飯沼美代子 長谷川慶子 千葉真恵子 手塚　町子 田沢　聖子 古里　えみ子 渡辺智恵子 村山　孝子

1989年 菊田　治典
柳村　俊介 笹原　武丸 伊藤　和子

木村　孝子 長谷川　勉 寺田　　繁 竹吉　キヨ 山口　令子 折出須美江 佐々木富美子 吉田　信子 佐藤　秀子 砂澤　照子 山保千都子 飯沼美代子 長谷川慶子 千葉真恵子 手塚　町子 田沢　聖子 渡辺智恵子

1990年 菊田　治典
柳村　俊介 笹原　武丸 伊藤　和子 熊木　義夫 近藤　宏禎 竹吉　キヨ 山口　令子 折出須美江 佐々木富美子 吉田　信子 佐藤　秀子 砂澤　照子 山保千都子 飯沼美代子 長谷川慶子 千葉真恵子 手塚　町子 中田　柚子

1991年 岡田　洋之
加藤　　勲 笹原　武丸 伊藤　和子

園田美恵子
諏佐幸夫（営）
滝本　　悟 新海　文明 竹吉　キヨ 山口　令子 折出須美江 佐々木富美子 吉田　信子 砂澤　照子 山保千都子 飯沼美代子 長谷川慶子 千葉真恵子 手塚　町子 中田　柚子 伊藤　秀子
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年度 寮監 寮母・主事・
事務

管理栄養士・
栄養士

営繕・
ボイラーマン 寮長 調　理　員 調　理　員

1966年

1967年

1968年

1969年

1970年

1971年

1972年

1973年

1974年

1975年

1976年

1977年

1978年

1979年 土橋　慶吉 笹原　武丸 中山一二三 井上　　茂 竹吉　キヨ 藤原　紀子 小竹　ソノ 佐々木富美子 新田　フミ 相馬　和子

1980年 土橋　慶吉 中山一二三 関口　哲治 竹吉　キヨ 藤原　紀子 小竹　ソノ 佐々木富美子 新田　フミ 相馬　和子

1981年 海野芳太郎 中山一二三 竹吉　キヨ 藤原　紀子 小竹　ソノ 佐々木富美子 新田　フミ 相馬　和子

1982年 海野芳太郎 中山一二三 中村　正広 竹吉　キヨ 藤原　紀子 小竹　ソノ 佐々木富美子 新田　フミ 相馬　和子

1983年 土橋　慶吉 竹村　和子 中山一二三 竹吉　キヨ 佐々木富美子

1984年 土橋　慶吉
菊池　直哉 増木　康郎 竹村　和子 中山一二三 竹吉　キヨ 山口　令子 折出須美江 佐々木富美子 吉田　信子 佐藤　秀子 奥村みね子 山崎　愛子 佐藤　一子 本谷　静江 佐藤　寮子 村上　美枝

1985年 管沼　英二
福本真一郎 亀谷　武春 竹村　和子

平塚　佳子 中山一二三 竹吉　キヨ 山口　令子 折出須美江 佐々木富美子 吉田　信子 佐藤　秀子 奥村みね子 山崎　愛子 佐藤　一子 本谷　静江 尾田　正子 松本三重子

1986年 管沼　英二
福本真一郎 亀谷　武春

伊藤　和子
（旧姓：竹村）
木村　孝子

中山一二三 石川　秀朗 竹吉　キヨ 山口　令子 折出須美江 佐々木富美子 吉田　信子 佐藤　秀子 奥村みね子 山崎　愛子 佐藤　一子 長谷川慶子 尾田　正子 北道美恵子

1987年 永幡　　肇
金田　隆一 亀谷　武春 伊藤　和子

木村　孝子 長谷川　勉 梶　　義則 竹吉　キヨ 山口　令子 折出須美江 佐々木富美子 吉田　信子 佐藤　秀子 奥村みね子 山保千都子 飯沼美代子 長谷川慶子 尾田　正子 北道美恵子 田沢　聖子 古里　えみ子

1988年 永幡　　肇
金田　隆一 笹原　武丸 伊藤　和子

木村　孝子 長谷川　勉 林　　　栄 竹吉　キヨ 山口　令子 折出須美江 佐々木富美子 吉田　信子 佐藤　秀子 砂澤　照子 山保千都子 飯沼美代子 長谷川慶子 千葉真恵子 手塚　町子 田沢　聖子 古里　えみ子 渡辺智恵子 村山　孝子

1989年 菊田　治典
柳村　俊介 笹原　武丸 伊藤　和子

木村　孝子 長谷川　勉 寺田　　繁 竹吉　キヨ 山口　令子 折出須美江 佐々木富美子 吉田　信子 佐藤　秀子 砂澤　照子 山保千都子 飯沼美代子 長谷川慶子 千葉真恵子 手塚　町子 田沢　聖子 渡辺智恵子

1990年 菊田　治典
柳村　俊介 笹原　武丸 伊藤　和子 熊木　義夫 近藤　宏禎 竹吉　キヨ 山口　令子 折出須美江 佐々木富美子 吉田　信子 佐藤　秀子 砂澤　照子 山保千都子 飯沼美代子 長谷川慶子 千葉真恵子 手塚　町子 中田　柚子

1991年 岡田　洋之
加藤　　勲 笹原　武丸 伊藤　和子

園田美恵子
諏佐幸夫（営）
滝本　　悟 新海　文明 竹吉　キヨ 山口　令子 折出須美江 佐々木富美子 吉田　信子 砂澤　照子 山保千都子 飯沼美代子 長谷川慶子 千葉真恵子 手塚　町子 中田　柚子 伊藤　秀子
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年度 寮監 寮母・主事・
事務

管理栄養士・
栄養士

営繕・
ボイラーマン 寮長 調　理　員 調　理　員

1992年 加藤　　勲 相馬　秀一 伊藤　和子
園田美恵子

諏佐幸夫（営）
滝本　　悟 加藤　貴大 竹吉　キヨ 山口　令子 折出須美江 吉田　信子 山保千都子 長谷川慶子

1993年 峯尾　　仁
菊田　治典 相馬　秀一 伊藤　和子

園田美恵子
諏佐幸夫（営）
滝本　　悟 織井　　恒 竹吉　キヨ 山口　令子 折出須美江 吉田　信子 山保千都子 長谷川慶子

1994年 菊田　治典
寺岡　宏樹 相馬　秀一 伊藤　和子 諏佐幸夫（営）

滝本　　悟 萩原　角雄 竹吉　キヨ 山口　令子 折出須美江 吉田　信子 山保千都子 長谷川慶子

1995年 森田　　茂 菊池　美恵 伊藤　和子 諏佐幸夫（営）
滝本　　悟 今泉　大雅 竹吉　キヨ 山口　令子 折出須美江 和田　幸子 吉田　信子 山保千都子 長谷川慶子

1996年 森田　　茂 菊池　美恵 伊藤　和子 諏佐幸夫（営）
滝本　　悟 山田　有人 竹吉　キヨ 山口　令子 折出須美江 和田　幸子 柿田　弘子 藤井フサコ 高木　峰江 山保千都子 千葉　道江 長谷川慶子

1997年 翁長　武紀 菊池　美恵 伊藤　和子 諏佐幸夫（営）
滝本　　悟 津藤　弘之 竹吉　キヨ 山口　令子 折出須美江 梅田美恵子 柿田　弘子 小島　友子 走出　成子 山保千都子 青木　由恵 長谷川慶子 千田喜美子 大場恵美子

1998年 翁長　武紀 中野　清恵 伊藤　和子 諏佐幸夫（営）
滝本　　悟 福士　陽介 竹吉　キヨ 山口　令子 折出須美江 梅田美恵子 柿田　弘子 小島　友子 走出　成子 山保千都子 青木　由恵 長谷川慶子 千田喜美子 大場恵美子

1999年 翁長　武紀 中野　清恵 山形　郷美
熊野　祐子

諏佐幸夫（営）
滝本　　悟 原田　和典 加地　里子 山口　令子 折出須美江 梅田美恵子 柿田　弘子 小島　友子 走出　成子 山保千都子 青木　由恵 長谷川慶子 千田喜美子 大場恵美子

2000年 翁長　武紀 中野　清恵 山形　郷美
熊野　祐子

諏佐幸夫（営）
滝本　　悟 細羽見　薫 加地　里子 山口　令子 折出須美江 梅田美恵子 柿田　弘子 小島　友子 走出　成子 山保千都子 青木　由恵 長谷川慶子 千田喜美子 大場恵美子 佐藤由美子 柏　　道子

2001年 樋口　豪紀 田中　早苗 山形　郷美 諏佐幸夫（営）
滝本　　悟 西村　雅之 加地　里子 山口　令子 折出須美江 梅田美恵子 柿田　弘子 小島　友子 走出　成子 山保千都子 青木　由恵 長谷川慶子 千田喜美子 加川ふさ子 佐藤由美子 柏　　道子

2002年 樋口　豪紀 田中　早苗 山形　郷美 諏佐幸夫（営）
滝本　　悟 伊藤　敬介 星野　澄子 野口　郁子 梅田美恵子 庄田　弘子 小島　友子 走出　成子 山保千都子 青木　由恵 長谷川慶子 千田喜美子 加川ふさ子 佐藤由美子 柏　　道子

2003年 植田　弘美 田中　早苗 山形　郷美 諏佐幸夫（営）
滝本　　悟 近藤　憲司 星野　澄子 野口　郁子 是友いずみ 梅田美恵子 庄田　弘子 小島　友子 走出　成子 山保千都子 青木　由恵 長谷川慶子 千田喜美子 佐藤由美子 柏　　道子 松本ゆかり

2004年 植田　弘美 池田　信子 山形　郷美 諏佐幸夫（営）
滝本　　悟 高見澤栄一 星野　澄子 野口　郁子 是友いずみ 梅田美恵子 庄田　弘子 小島　友子 走出　成子 山保千都子 千田喜美子 佐藤由美子 松本ゆかり

2005年 岩野　英知 池田　信子 山形　郷美 諏佐幸夫（営）
滝本　　悟 徳山　武宏 星野　澄子 野口　郁子 是友いずみ 梅田美恵子 庄田　弘子 小島　友子 走出　成子 山保千都子 木戸　祐子 千田喜美子 佐藤由美子 松本ゆかり

2006年 岩野　英知 池田　信子 山形　郷美 諏佐幸夫（営）
滝本　　悟 奥村　　央 星野　澄子 野口　郁子 是友いずみ 梅田美恵子 庄田　弘子 小島　友子 走出　成子 山保千都子 木戸　祐子 千田喜美子 佐藤由美子 松本ゆかり

2007年 岩野　英知 池田　信子 山形　郷美
諏佐幸夫（営）
滝本　　悟
畠山　靖史

百瀬　雄二 星野　澄子 野口　郁子 是友いずみ 梅田美恵子 庄田　弘子 小島　友子 走出　成子 山保千都子 木戸　祐子 千田喜美子 佐藤由美子 松本ゆかり

2008年 岩野　英知 池田　信子 山形　郷美
諏佐幸夫（営）
滝本　　悟
畠山　靖史

阿部　翔太 星野　澄子 野口　郁子 是友いずみ 梅田美恵子 庄田　弘子 小島　友子 走出　成子 山保千都子 木戸　祐子 関　　真澄 千田喜美子 佐藤由美子 松本ゆかり

2009年 栃原　孝志 池田　信子 山形　郷美
諏佐幸夫（営）
滝本　　悟
畠山　靖史

佐藤　辰則 星野　澄子 野口　郁子 是友いずみ 梅田美恵子 庄田　弘子 小島　友子 走出　成子 山保千都子 木戸　祐子 関　　真澄 千田喜美子 佐藤由美子 松本ゆかり

2010年 栃原　孝志 池田　信子 山形　郷美
諏佐幸夫（営）
滝本　　悟
畠山　靖史

宮腰　倫義 星野　澄子 野口　郁子 是友いずみ 梅田美恵子 庄田　弘子 小島　友子 走出　成子 山保千都子 木戸　祐子 関　　真澄 千田喜美子 佐藤由美子 松本ゆかり

2011年 栃原　孝志 池田　信子 山形　郷美
諏佐幸夫（営）
滝本　　悟
畠山　靖史

木村　亮太 星野　澄子 野口　郁子 是友いずみ 梅田美恵子 庄田　弘子 小島　友子 走出　成子 山保千都子 木戸　祐子 関　　真澄 千田喜美子 佐藤由美子 松本ゆかり

2012年 栃原　孝志 池田　信子 山形　郷美
諏佐幸夫（営）
滝本　　悟
畠山　靖史

大関　健太 星野　澄子 野口　郁子 是友いずみ 梅田美恵子 庄田　弘子 小島　友子 走出　成子 木戸　祐子 関　　真澄 佐藤由美子 畑中　豊子 小林千津子

2013年 林　　英明 池田　信子 山形　郷美
諏佐幸夫（営）
滝本　　悟
宮武　悦雄

伊丹　卓也 星野　澄子 野口　郁子 是友いずみ 梅田美恵子 庄田　弘子 小島　友子 走出　成子 天坂　郁子 木戸　祐子 関　　真澄 加川ふさ子 佐藤由美子 畑中　豊子 小林千津子

2014年 林　　英明 池田　信子 山形　郷美
諏佐幸夫（営）
滝本　　悟
宮武　悦雄

渡邊　雄生 星野　澄子 野口　郁子 是友いずみ 梅田美恵子 庄田　弘子 小島　友子 走出　成子 天坂　郁子 木戸　祐子 関　　真澄 三原　裕美 加川ふさ子 佐藤由美子
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年度 寮監 寮母・主事・
事務

管理栄養士・
栄養士

営繕・
ボイラーマン 寮長 調　理　員 調　理　員

1992年 加藤　　勲 相馬　秀一 伊藤　和子
園田美恵子

諏佐幸夫（営）
滝本　　悟 加藤　貴大 竹吉　キヨ 山口　令子 折出須美江 吉田　信子 山保千都子 長谷川慶子

1993年 峯尾　　仁
菊田　治典 相馬　秀一 伊藤　和子

園田美恵子
諏佐幸夫（営）
滝本　　悟 織井　　恒 竹吉　キヨ 山口　令子 折出須美江 吉田　信子 山保千都子 長谷川慶子

1994年 菊田　治典
寺岡　宏樹 相馬　秀一 伊藤　和子 諏佐幸夫（営）

滝本　　悟 萩原　角雄 竹吉　キヨ 山口　令子 折出須美江 吉田　信子 山保千都子 長谷川慶子

1995年 森田　　茂 菊池　美恵 伊藤　和子 諏佐幸夫（営）
滝本　　悟 今泉　大雅 竹吉　キヨ 山口　令子 折出須美江 和田　幸子 吉田　信子 山保千都子 長谷川慶子

1996年 森田　　茂 菊池　美恵 伊藤　和子 諏佐幸夫（営）
滝本　　悟 山田　有人 竹吉　キヨ 山口　令子 折出須美江 和田　幸子 柿田　弘子 藤井フサコ 高木　峰江 山保千都子 千葉　道江 長谷川慶子

1997年 翁長　武紀 菊池　美恵 伊藤　和子 諏佐幸夫（営）
滝本　　悟 津藤　弘之 竹吉　キヨ 山口　令子 折出須美江 梅田美恵子 柿田　弘子 小島　友子 走出　成子 山保千都子 青木　由恵 長谷川慶子 千田喜美子 大場恵美子

1998年 翁長　武紀 中野　清恵 伊藤　和子 諏佐幸夫（営）
滝本　　悟 福士　陽介 竹吉　キヨ 山口　令子 折出須美江 梅田美恵子 柿田　弘子 小島　友子 走出　成子 山保千都子 青木　由恵 長谷川慶子 千田喜美子 大場恵美子

1999年 翁長　武紀 中野　清恵 山形　郷美
熊野　祐子

諏佐幸夫（営）
滝本　　悟 原田　和典 加地　里子 山口　令子 折出須美江 梅田美恵子 柿田　弘子 小島　友子 走出　成子 山保千都子 青木　由恵 長谷川慶子 千田喜美子 大場恵美子

2000年 翁長　武紀 中野　清恵 山形　郷美
熊野　祐子

諏佐幸夫（営）
滝本　　悟 細羽見　薫 加地　里子 山口　令子 折出須美江 梅田美恵子 柿田　弘子 小島　友子 走出　成子 山保千都子 青木　由恵 長谷川慶子 千田喜美子 大場恵美子 佐藤由美子 柏　　道子

2001年 樋口　豪紀 田中　早苗 山形　郷美 諏佐幸夫（営）
滝本　　悟 西村　雅之 加地　里子 山口　令子 折出須美江 梅田美恵子 柿田　弘子 小島　友子 走出　成子 山保千都子 青木　由恵 長谷川慶子 千田喜美子 加川ふさ子 佐藤由美子 柏　　道子

2002年 樋口　豪紀 田中　早苗 山形　郷美 諏佐幸夫（営）
滝本　　悟 伊藤　敬介 星野　澄子 野口　郁子 梅田美恵子 庄田　弘子 小島　友子 走出　成子 山保千都子 青木　由恵 長谷川慶子 千田喜美子 加川ふさ子 佐藤由美子 柏　　道子

2003年 植田　弘美 田中　早苗 山形　郷美 諏佐幸夫（営）
滝本　　悟 近藤　憲司 星野　澄子 野口　郁子 是友いずみ 梅田美恵子 庄田　弘子 小島　友子 走出　成子 山保千都子 青木　由恵 長谷川慶子 千田喜美子 佐藤由美子 柏　　道子 松本ゆかり

2004年 植田　弘美 池田　信子 山形　郷美 諏佐幸夫（営）
滝本　　悟 高見澤栄一 星野　澄子 野口　郁子 是友いずみ 梅田美恵子 庄田　弘子 小島　友子 走出　成子 山保千都子 千田喜美子 佐藤由美子 松本ゆかり

2005年 岩野　英知 池田　信子 山形　郷美 諏佐幸夫（営）
滝本　　悟 徳山　武宏 星野　澄子 野口　郁子 是友いずみ 梅田美恵子 庄田　弘子 小島　友子 走出　成子 山保千都子 木戸　祐子 千田喜美子 佐藤由美子 松本ゆかり

2006年 岩野　英知 池田　信子 山形　郷美 諏佐幸夫（営）
滝本　　悟 奥村　　央 星野　澄子 野口　郁子 是友いずみ 梅田美恵子 庄田　弘子 小島　友子 走出　成子 山保千都子 木戸　祐子 千田喜美子 佐藤由美子 松本ゆかり

2007年 岩野　英知 池田　信子 山形　郷美
諏佐幸夫（営）
滝本　　悟
畠山　靖史

百瀬　雄二 星野　澄子 野口　郁子 是友いずみ 梅田美恵子 庄田　弘子 小島　友子 走出　成子 山保千都子 木戸　祐子 千田喜美子 佐藤由美子 松本ゆかり

2008年 岩野　英知 池田　信子 山形　郷美
諏佐幸夫（営）
滝本　　悟
畠山　靖史

阿部　翔太 星野　澄子 野口　郁子 是友いずみ 梅田美恵子 庄田　弘子 小島　友子 走出　成子 山保千都子 木戸　祐子 関　　真澄 千田喜美子 佐藤由美子 松本ゆかり

2009年 栃原　孝志 池田　信子 山形　郷美
諏佐幸夫（営）
滝本　　悟
畠山　靖史

佐藤　辰則 星野　澄子 野口　郁子 是友いずみ 梅田美恵子 庄田　弘子 小島　友子 走出　成子 山保千都子 木戸　祐子 関　　真澄 千田喜美子 佐藤由美子 松本ゆかり

2010年 栃原　孝志 池田　信子 山形　郷美
諏佐幸夫（営）
滝本　　悟
畠山　靖史

宮腰　倫義 星野　澄子 野口　郁子 是友いずみ 梅田美恵子 庄田　弘子 小島　友子 走出　成子 山保千都子 木戸　祐子 関　　真澄 千田喜美子 佐藤由美子 松本ゆかり

2011年 栃原　孝志 池田　信子 山形　郷美
諏佐幸夫（営）
滝本　　悟
畠山　靖史

木村　亮太 星野　澄子 野口　郁子 是友いずみ 梅田美恵子 庄田　弘子 小島　友子 走出　成子 山保千都子 木戸　祐子 関　　真澄 千田喜美子 佐藤由美子 松本ゆかり

2012年 栃原　孝志 池田　信子 山形　郷美
諏佐幸夫（営）
滝本　　悟
畠山　靖史

大関　健太 星野　澄子 野口　郁子 是友いずみ 梅田美恵子 庄田　弘子 小島　友子 走出　成子 木戸　祐子 関　　真澄 佐藤由美子 畑中　豊子 小林千津子

2013年 林　　英明 池田　信子 山形　郷美
諏佐幸夫（営）
滝本　　悟
宮武　悦雄

伊丹　卓也 星野　澄子 野口　郁子 是友いずみ 梅田美恵子 庄田　弘子 小島　友子 走出　成子 天坂　郁子 木戸　祐子 関　　真澄 加川ふさ子 佐藤由美子 畑中　豊子 小林千津子

2014年 林　　英明 池田　信子 山形　郷美
諏佐幸夫（営）
滝本　　悟
宮武　悦雄

渡邊　雄生 星野　澄子 野口　郁子 是友いずみ 梅田美恵子 庄田　弘子 小島　友子 走出　成子 天坂　郁子 木戸　祐子 関　　真澄 三原　裕美 加川ふさ子 佐藤由美子
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　　金一封
酪農学園同窓会連合会　会長� 野村　　武さま
東京都在住� 林　　　栄さま
酪農学園大学北光寮栄養士� 山形　郷美さま
酪農学園大学北光寮事務� 池田　信子さま
北光寮ボイラーマン� 滝本　　悟さま
帯広市在住� 鎌上　政志さま
酪農学園大学北光寮� 調理員有志一同さま

　　寄贈品
レイコップ・マンガ本（成形女子）　寄贈
埼玉県在住� 山本　健太さま

　　協力
酪農学園同窓会連合会さま
酪農学園広報室さま
酪農学園大学学生課さま、施設課さま、入試課さま、エクステンションセンターさま

　　写真提供
青森県在住� 園田　益男さま
羽幌町在住� 乙部　陽二さま
せなた町在住� 遠藤　和博さま
酪農学園同窓会連合会事務局長� 浦川　利幸さま
酪農学園広報室� 中村さとみさま
帯広市在住� 鎌上　政志さま
愛知県在住� 山本　和弘さま
酪農学園大学北光寮委員会さま
酪農学園大学北光寮48周年並びに閉寮式典実行委員会　副実行委員長　山家　佳己さま

全て順不同

支  援  者 　 ご 祝 儀 ・ 寄 贈 品 ・ 協 力 者

多数参加していただきましたOBよりお茶菓子をいただきました。
この場をお借りして御礼申し上げます。



北光寮48周年・閉寮記念誌 ｜  57

記念式典第１部～第４部参加者一覧

1 宮川　　拓
2 岩田　政徳
3 小松　　繁
4 西松　祐二
5 萩原　豊夏
6 百瀬圭太朗
7 鎌上　政志
8 坂口　和彦
9 植木　伸行
10 荒川　哲也
11 吉田　知宏
12 山岸　繁行
13 今井　　宏
14 石黒　呼人
15 久末　洋輝
16 正田　晃一
17 福島　弘之
18 山下　浩司
19 佐藤　太郎
20 酒井　彦卓
21 北山　翔一
22 大澤　亮太
23 石川　秀朗
24 坂田　尚司
25 山本　幸夫
26 大関　健太
27 小倉　広嗣
28 松野慎太郎
29 山本　和弘
30 加藤　貴大
31 菅原　光男
32 佐藤　　共
33 堤　　宏禎
34 佐々木康貴
35 若月　　要
36 水野　伸志
37 長屋辰之介
38 山下　　創
39 平島　一生
40 山本　健太

41 高橋　　健
42 木村　亮太
43 百瀬　雄二
44 東　　敬樹
45 大場　亮介
46 丹羽　克仁
47 林　　謙二
48 田井　利典
49 松井　芳則
50 谷口　哲也
51 茂　　北斗
52 増田　貴志
53 浅田　正嗣
54 藤井　　悟
55 京谷　　肇
56 貞國　利夫
57 桜井　明宏
58 長濱　幹郎
59 斉藤　正幸
60 熊谷翔太郎
61 筒井　耕平
62 岩崎　圭吾
63 宮田　一平
64 北川　昌之
65 鳥居　佳生
66 因泥　優樹
67 高橋　　理
68 太安　　茂
69 岡橋　　学
70 宮澤　　浩
71 川谷　周平
72 大瀧　幸彦
73 金村　洋志
74 金井　裕貴
75 佐久間和博
76 岩佐　　進
77 中島　幹人
78 岸　　良磨
79 大場　正樹
80 小椋　健一

1 仙北富志和
2 干場　信司
3 野村　　武
4 永幡　　肇
5 泉　　賢一
6 赤尾　全廣
7 伊藤　明美
8 有好　潤ニ
9 山形　郷美
10 池田　信子
11 諏佐　幸夫
12 滝本　　悟
13 宮武　悦雄
14 森田　　茂
15 浦川　利幸
16 中村さとみ
17 長谷川みちる

1 今野　勝征
2 近藤　光弘
3 津田　洸樹
4 小峠健太郎
5 今浦　一輝
6 野村　洋生
7 浅野　尚弥
8 台丸谷　涼
9 松本　整樹
10 田村　英昭
11 講神　　航
12 齋藤　純兵
13 中澤　康裕
14 伊丹　卓也
15 星住　智樹
16 中村　良平
17 富田　大祐
18 安藤　裕平
19 中村　謙太
20 渡邊　雄生
21 石嶋　駿一
22 高橋　数馬
23 矢尾　達也
24 高橋　直大
25 佐々木勇人
26 堤　　悠人
27 水梨　賢也
28 木内　裕也
29 向井　莞爾
30 宇井　大地
31 二宮　康元
32 柴田　　悟
33 西岡　鷹佑
34 三澤将太郎
35 川西　壮志
36 山家　佳己
37 小川　佳祐
38 小林　天馬
39 玉根　良太
40 渡辺　千尋

41 今井　　優
42 上条　哲矢
43 河村　倫希
44 宇垣　亮佑
45 蒔苗　弘樹
46 杉目　良平
47 荒木康太朗
48 船戸　一典
49 星　　知秀
50 村上　誠悟
51 小島　大輝
52 藤沼　皓也
53 大井　晃希
54 渡辺　悠雅
55 野口　達成
56 津田　尚樹
57 荒木　祥太
58 岸上　夏樹
59 平川　　黎

1 武井　勇樹
2 高見　育也

O　　B 来　賓 寮　　生 午後直・宿直

敬称略・全て順不同
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お 知 ら せ ！

北光寮のフェイスブックを開設しています。ぜひごらん下さい。

「酪農学園大学北光寮」で検索を！

ユーチューブに閉寮式典で流したVTRをアップしています。
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編 集 後 記
酪農学園大学北光寮48周年並びに閉寮式典実行委員会

副実行委員長　山家　佳己

実行委員長　西岡　鷹佑（環境共生学類２年）

副実行委員長　山家　佳己（循環農学類３年）

実 行 委 員　台丸谷　涼（循環農学類３年）　　　船戸　一典（環境共生学類２年）
　　　　　　　津田　洸樹（循環農学類１年）　　　矢尾　達也（循環農学類１年）
　　　　　　　高橋　数馬（循環農学類１年）　　　三澤将太郎（循環農学類１年）
　　　　　　　川西　壮志（循環農学類１年）　　　小林　天馬（循環農学類１年）
　　　　　　　玉根　良太（循環農学類１年）　　　上條　哲矢（循環農学類１年）
　　　　　　　蒔苗　弘樹（循環農学類１年）　　　杉目　良平（環境共生学類１年）
　　　　　　　星　　知秀（循環農学類１年）　　　大井　晃希（循環農学類１年）
　　　　　　　渡辺　悠雅（循環農学類１年）　　　岸上　夏樹（循環農学類１年）
　　　　　　　平川　　黎（循環農学類１年）

酪農学園大学北光寮48周年並びに閉寮式典実行委員会� 2015年３月　

　初めに式典並びに記念誌発行に当たりご協力いただきました関係各位様に心より御礼申し上
げます。また、発行が大変遅れてしまったことを心よりお詫びを申し上げます。
　私は宮城県出身で伊具高校の総合学科農学コースで学んでいました。その際、農業教諭が３
人居ましたがすべてが酪農学園大学出身の先生で、初めて大学のことを知りました。入学する
ことが無事決まり、先生に住むところを相談したら「北光寮にしろ」と助言を受けました。そ
れもそのはずです。３人のうち２人が北光寮出身だったのです。OBとして投稿をいただいた
津藤弘之先生と佐伯友也先生が居たため北光寮への入寮は運命でした。
　しかし、入寮してみれば汚いし、寮則は厳しく理解のできないものも有り、１年で出てやる
と入寮３日目で心に決めていましたが、住めば都とあるように、居心地は良いとは言いません
がみんなで馬鹿を出来たり、羽目を外せるのは寮ならではだと思い２年目、３年目となりまし
たが、２年の秋に創世寮で50周年記念行事が行われ、また同時期に創世寮・北光寮生が集めら
れ、学長より突然の２寮閉寮と新寮建設が発表されました。反対もむなしく閉寮と新寮建設が
決まりました。閉寮するので有れば今までのOBを呼び、盛大に式典を開催しなければいけな
いと使命を感じ、寮生の有志を募り、実行委員会を組織して活動を始めましたが、退寮者名簿
からOBのみなさんをデータにまとめ、同窓会の協力を得て現住所にたどり着くまでは、とて
も大変でした。
　名簿が無い年代や破けて一部が読めない、字が汚く読めないOBが居たためすべてのOBに
案内を出せず申し訳無かったと思っています。
　それにもかかわらず当日には南は九州から参加していただいたOBもいて、北光寮への思い
は私たちより絶対強いんだと感じました。参加していただいたOBから「開催してくれてあり
がとう」と言われた時は今までの苦労が報われた気がしました。
　最後に閉寮して北光寮の建物が無くなったとしてもこの江別市文京台東町44−１に在ったこ
とは事実で、この記念誌が後世の酪農学園の歴史に刻む１ページとなることを祈念しています。



北光寮48周年・閉寮記念誌

発　行　日　2015年５月
発　　　　行　酪農学園大学北光寮　48周年並びに閉寮式典実行委員会
　　　　　　　〒069−0834　北海道江別市文京台東町44番地１
　　　　　　　電話・FAX�011−386−8616　Ｅメール�rakuno.hokkou@gmail.com
印　刷　所　社会福祉法人　北海道リハビリー
　　　　　　　〒061−1195　北海道北広島市西の里507番地１

希望寮連絡先　〒069−0836　北海道江別市文京台緑町585番地
　　　　　　　電話�011−388−4176　　FAX�011−388−4178



北
光
寮
四
十
八
周
年
・
閉
寮
記
念
誌

酪
農
学
園
大
学 

北
光
寮

表
紙
背
厚
再
確
認
!!!

現
在data

背
厚
厚 

3.5 

mm

ありがとう
北光寮


